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■ 水道施設の被害状況（広田半島） 

空気圧試験により通水
可能であることを確認 

（DIP-A，土被り３ｍ） 

津波により破壊 

（ビニール管） 

耐震管であり
通水可能 
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●下水道規格を採用 

  水圧試験の試験圧力 0.75MPa×30％＝0.225MPa 
                     ≒0.3MPa 

60分保持 
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◆庁舎の被害 
市役所が津波により被災し使用不能。給食センターに災害対策
本部、高田町鳴石団地の公園内に仮庁舎を設置。 
図面等もほとんど損失。 

◆水源の主な被害 
主力水源（竹駒第1水源・竹駒第2水源・長部水源）が津波に
より被災し、塩化物イオン濃度が水質基準値を超過、水源付近
では停電が継続していた。 

◆管路の主な被害 
沿岸部付近の管路が、津波により流失。 
沿岸部付近以外においても、地震による漏水あり。 

■ 水道施設の主な被害概要 



陸前高田市 
竹駒第1水源 

（計画取水量6,625ｍ３／日） 

17 

18 竹駒第1水源 

●電機室屋根上に、高田松原の松が流れ着いた。 



19 水中ポンプ 

●ポンプ本体は修理により復旧 

 

20 
発電機室 


